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第 3 章では，世界の EV導入の流れについて紹介し，スマートグリッドの周辺サービスとして注
目される EV ストレージの系統応用（V2G）に関する既存研究についてまとめている． 
第 4 章では，建物の電力需要機器と分散電源を総合的に管理するシステム（EMS）について説明
し，オフィス・居住空間の空調機器制御を行う上で重要となる室内環境評価指標，および温熱指標，
空気質環境，これらを総合した知的生産性に関する既存研究についてまとめている． 
第 5章では，ターミナルビルの電力需要・駐車場利用情報を活用した V2Gによる電力負荷平準
化手法の提案を行っている．EV無線給電に関する技術標準化案件として議論された EVバッテリ
ーのモジュール化に則り，バッテリー交換方式の違いが V2Gへ及ぼす影響について，実証環境で
取得した実パラメータを用いることで，必要ストレージ量と最大受電電力削減量の観点から定量的
に評価している．また，通常の EV充放電に対する可換型バッテリーモジュールを用いた場合の優
位性および，据置バッテリーとの差異について定量的に評価している． 
第 6章では，従来，温熱指標と空気質環境それぞれに存在した知的生産性指標を，PMVと二酸
化炭素濃度から総合的に算出する手法を提案し，その指標を考慮した EMSによる省エネ化手法の
提案と，大学教育棟を用いた実証実験についてまとめている．室内環境計測システム，二酸化炭素
濃度測定に基づく室内人数推定値による一人当たりの換気量推定システム，マルチベンダからなる
空調制御機器システムをそれぞれ構築し，冬季実証実験により，知的生産性指標を用いることで快
適性指標を用いた制御手法が電力削減において有利であることを定量的に示している． 
第 7 章では，本論文全体をまとめ，電力データ解析に基づいた電力需要機器制御を通じて，V2G
による施設の電力負荷平準化，EMS による教育棟の省エネ化が可能であると結論付けている． 
以上要するに，本研究は国際技術標準の議論を踏まえたスマートグリッドのエネルギーサービス
を提案しており，今後の省エネ社会の研究・開発において，工業上，工学上寄与するところが少な
くない．よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および開放環境科
学特別研究第２（情報工学）科目担当者で試問を行い，当該学術に関し広く深
い学識を有することを確認した．また，語学（英語）についても十分な学力を
有することを確認した． 
 
